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（４）事務事業優先度評価の結果（４）事務事業優先度評価の結果（４）事務事業優先度評価の結果（４）事務事業優先度評価の結果 （５）成果指標の動向（５）成果指標の動向（５）成果指標の動向（５）成果指標の動向

①成果優先度評価結果 ②コスト削減優先度評価結果

（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価
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749 1,406補償補填及び補償金 千円

1435.その他
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3.地方債    279,500 地方債    千円

2.都道府県支出金 0
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工事請負費 千円

2.委託料 2,080 委託料 千円

国庫支出金 千円

繰越金

水道管切廻し工事負担金

1.工事請負費 396,281

調査・設計委託料

その他 千円
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（決算） （決算） （決算）

④事務事業に関する課題・環境の変化 ⑤事務事業に対する住民からの意見等

28年度

（決算）

396,281
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③事務事業開始の経緯・事務事業の現状
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② 事務事業の内容　※何をどのようにする事務事業なのか、市民が理解できるよう記述する、行政用語は使わない

蛇園地区における道路排水流末の未整備による道路冠水被害を改善する。

蛇園地区は、道路排水の流末が未整備であるため、台

風や大雨時には多くの冠水被害に見舞われてきた。この

ため、雨水の円滑な排水により道路冠水被害を改善し、

当地域の安心・安全な生活環境の向上を図る。

施工区間沿線の家屋・店舗・耕作者等との調整。 蛇園地区住民から早期の整備完了を望まれている。

平成
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① 事務事業の期間

155,269 157,158 491,064

3.負担金補償及び交付金 1,620

主要事業

負担金補償及び交付金 千円

蛇園南地区流末排水整備事業

施策の展開 39

施策の展開

良好な生活環境の形成

H28年度（今年度新たに取り組

む事項について記載）
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排水路整備工事 L=505m

整備延長

蛇園南地区流末排水路

排水路が整備される。

成果向上余地

蛇園南地区流末排水整備事業
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事務事業評価シート 

26年度 27年度

323,842道路排水工事

主な事業

国土強靱化地域計画

新市建設計画

定住自立圏構想

平成 27 年度事後評価・決算

施策

体系

予算

科目

住み良い住環境の確保
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